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今，スポーツ界の注目を集めているのはテニスの錦織 圭選手であろう．

2014年には全米オープン2位をはじめとして諸大会で大活躍し，世界ラン

キングで日本人最高位となる5位まで到達している．これに触発されてテニ

スを始めた方もいらっしゃると聞くが，総務省や日本テニス協会の調査によ

れば，テニス人口そのものはバブル経済の末期以降，減少傾向を示し，また

高齢化しているということで，なにやら社会の縮図をみているようである．

テニス人口を増加させるための方策の1つがテニスをする子供の育成であ

り，全国でいろいろなプログラムが組まれ，将来のテニスプレーヤーあるい

は愛好家を育てる努力が払われている．

わが国は類をみない少子高齢化社会に突入しており，整形外科領域でもロ

コモティブシンドロームをはじめとした高齢者の運動器障害への対策に大き

く力が注がれている．一方で，小児への対応がないがしろにされてよいわけ

ではなく，むしろ少ない子供が運動器の障害に悩むことなく健やかに育ち，

後々の社会の健全な担い手になってもらうことは社会全体にとっても非常に

重要であり，

第一人者

整形外科医の果たす役割は大きい．

さて，本号では難治性テニス肘の誌上シンポジウムが組まれた．テニス肘

はcommon diseaseであるにもかかわらず，その病態も完全に解明されて

いるとは言いがたい．短橈側手根伸筋の腱付着部症と考えられているが，滑

膜炎や滑膜ひだの関与も指摘されている．診断は臨床症状や各種疼痛誘発テ

ストで比較的容易であるが，最近ではMRIなどにより詳細な病態解明も試

みられている．各種保存療法の有効性，手術適応や手術法の選択など，まだ

まだ議論が多い疾患である．本シンポジウムは和田卓郎先生にご企画いただ

き，テニス肘診療の

を務める

の先生方がこれらの問題を自らのデータを示さ

れながら，大変わかりやすく解説いただいている．また，視座では東 博彦

先生が関節唇の役割について一石を投じられているほか，読み応えのある論

文や総説が満載であり，ぜひ精読いただきたい．

最後になりますが，私は本年より本誌編集委員

よろしく

こととなりまし

た．伝統ある本誌が，時代に即した役立つ情報を読者の皆様に届けられるよ

う微力ながら貢献したいと思いますので，どうぞ
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